
   

 

 

 

 

 

 お盆が過ぎても猛暑が続いており、まだまだ暑さが続きそうな一方で、先週は涼しさが感じられるような日も

ありました。最近は台風も発生しており、いつ自然災害が起きてもおかしくない時期です。身の安全をきちんと

確保できるように日頃から備えを万全にしておきましょう！また、夏休み明けから新型コロナウイルスが再拡大

しております。裏面に秋田県の感染対策パンフレットを載せておりますのでご確認ください。  

 

 

 

目の前で人が倒れた！そんなときは・・・ 

「救急車を呼ぶ人」「AED を取りに行く人」「心臓マッサージを行う人」というようにそばにいる人が連

携して行動すれば迅速な救急処置ができます。救急車の平均到着時間は約９．４分と言われています。

また、心停止から１分ごとに、救命率は７～１０％下がります。 

その間に出来ること＝９．４分間で出来ること ⇒  心 肺 蘇 生 法  

 

反応（意識）があるか確認 

↓なし・判断に迷う 

大声で協力者を求める 

↓ 

１１９番通報・AEDの依頼 

      ↓ 

呼吸の確認 

↓なし・判断に迷う 

ただちに「胸骨圧迫(心臓マッサージ)」開始 

 

AEDが到着したら電源を入れて 

電極パットを装着し音声ガイドに従う。 

救急車到着！→あとは救急隊員に引き継ぐ。 

 

雄物川高等学校  

令和５年９月 

＊強く！（約５cm） 

＊早く！（100～120回/分のテンポで） 

＊絶え間なく！（中断を最小にする） 

＜新型コロナウイルス感染症流行期における注意点＞ 

１）倒れている人がマスクをしていたら、外さずに胸骨圧迫を開始し、マスクをし

ていなければ、口と鼻に布をかぶせてから開始する。 

２）成人の場合は、胸骨圧迫のみの心肺蘇生を行う（人工呼吸は省略） 

ただし、小児の場合は、できるだけ人工呼吸も行う。 

３）事後に速やかに石鹸と流水で手と顔を十分に洗う。 

９月２０日（水）の

５・６校時に、２年

生を対象に「救急救

命講習」を実施しま

す。心肺蘇生法やＡ

ＥＤの使い方を実践

で学びましょう！ 


